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～大和市立図書館考～
　大和市立図書館（神奈川県大和市大和南 1 丁目 8
番 1 号）は、芸術文化ホール、生涯学習センター、
屋内こども広場を有する文化複合施設「大和市文化
創造拠点シリウス」（以下はシリウスと表記）の中核
施設として、2016 年 11 月に移転リニューアルされ、
開館から 257 日目には、200 万人をこえる来館者が
訪れている。
　2017 年度から図書館事務室勤務を拝命し、これか
らの図書館のあり方を考えていく中で、ここまで来
館者が訪れる公共図書館を調査してみたいという思
いに至った。幸運なことに本学図書館の整理委託業
務を株式会社図書館流通センターにお願いしており、
シリウスの図書館部分の運営も同社が行っているご
縁から、施設見学を行うとともに、來嶋芙実館長に
インタビューを行うことができた。
　以下、大和市立図書館について述べるが、大和市
には、本館機能を担う大和市立図書館のほかに 4 カ
所（つきみ野・林間・桜丘・渋谷）の学習センター
図書室があるため、1. 概要⑶～⑸の値については、
学習センター図書室を含めた「図書館全体」と大和
市立図書館のみを記した「本館」に区分し明記して
いる。また、2017 年 10 月 1 日現在、年報がシリウ
ス完成前の 2015 年度までしか刊行されていないた
め、その実績数を示すが、インタビューで確認でき
た情報については、※（但し、訪問・調査を行った
2017 年 9 月 5 日時点でのデータ）で記載する。
1　概　要
⑴　立　地
　小田急江ノ島線、相鉄本線大和駅から徒歩 3 分の
場所に位置し、東京、横浜どちらに行くにも利便性
が高い。人口 23 万人の中都市であるが、ベッドタウ
ンであることから子育て世代が多く、出生率も増加
している。
⑵　蔵書数
　図書館全体　525,746 冊（うち本館　362,678 冊）
　※ 現状では、図書館全体で 55 万冊、本館で 39 万
冊に達しているとのこと。
⑶　年間増加数
　図書館全体　21,402 冊（うち本館　15,399 冊）
　※ 行政からは、年間 15,000 冊を目途に本館の蔵書
数を増やすよう要請があるとのこと。
⑷　貸出数
　図書館全体　1,092,781 冊
 （うち本館　482,947 冊）
⑸　業務別職員数
　シリウスは、指定管理会社やまとみらいによって
運営されている。やまとみらいは、株式会社ボーネ
ルンド、横浜ビルシステム株式会社など 6 社からな
るジョイントベンチャー（共同企業体）であり、図
書館については、前述のとおり図書館流通センター
が運営を担っている。2017 年 10 月 1 日現在、本館
には 51 名（うち司書資格保有者 33 名）が業務に従
事しており、欠員が出ればその都度採用している。
⑹　収容座席数
　847 席（有料席含む）
⑺　図書館サービスの種類及び内容
①　貸出・返却
　大和市に在住、在学、在勤もしくは相互利用協定
を締結している市町村に在住していれば利用者登録
が行える。貸出については、2 週間で 10 冊まで可能
であり、申し出（インターネットや電話でも可）に
より 1 回に限り、手続きをした日から 2 週間の延長
ができる。なお、貸出、返却ともに機械で自動手続
きとなる。
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②　閲覧
　シリウスは 6 階建ての建物となっており、そのう
ち 1 ～ 5 階が図書館部分である。しかし、建物内全
てで本の閲覧が可能であり、演奏会などで利用する
1 階のメインホールや 6 階の生涯学習センターにも
持ち出すことができる。書架に大きく番号が表示さ
れており、OPAC で検索した本を探す場合でも、視
覚的に明瞭となるよう配慮されている。
③　予約・リクエスト
　予約については、図書館やインターネットの
OPAC を通じ可能である。予約本が届いた際は、専
用のコーナーに予約資料が置かれ、予約照会機で確
認し、自動貸出機にて貸出を行う。なお、有料とな
るが予約図書の宅配サービスも行っている。
　リクエストについては、他の自治体からの借受け、
もしくは新規購入のうえ提供され、予約を含め一人
15 点まで可能である。
④　レファレンスサービス
　5 階が「調べて学ぶ」というコンセプトのフロア
となっており、レファレンス専門の図書館員が常駐
することで、利用者の調べものをサポートしている。
2　特　徴
　施設、設備面の充実もさることながら、大和市立
図書館の最大の特徴は「健康」に対する取組といえ
る。大和市は、健康を高齢者や病気によるものとと
らえず、すべての世代が健康になるには、家にこも
るのではなく、外に出歩くべきというコンセプトか
ら、健康都市を標榜し、人、町、すべての政策に健
康の視点を取り入れている。4 階を「くつろぎなが
ら本に親しむ健康図書館」と位置付け、幅広い世代
に対し健康に注視した課題解決支援を行っている。
　「健康コーナー」では、健康に関する図書を充実さ
せ、市民の健康づくりや最新の医療情報に寄与する
ほか、様々な展示を行っている。來嶋館長へのイン
タビューによれば、住民の利便性を高めるべく本コ
ーナーのみ NDC を用いた分類を用いず、病気やテ
ーマごとに独自の分類を行っているとのことである。
特に闘病記については、タイトルだけでは病名が判
別しづらいため、背ラベルの上に病名を記したシー
ルを貼付する工夫がされている。
　「健康テラス」では、健康をテーマとした講座を毎
日開催し、「健康度見える化コーナー」では、利用者
が体組成計等を自由に使用し、測定結果を踏まえ、
保健師に相談ができる。文化複合施設の利点を活か
し、他機関と連携した課題解決支援が行われている
　なお、同じフロアにティーンズコーナーも設けら
れており、一定の評価を得た漫画を揃え、シアター
ブースを充実させるなどしてヤングアダルトの来館
を促している。
　また、大和市は神奈川県内 19 市で合計特殊出生率
が第 1 位であり、シリウスの 3 階を「思い切り学ん
で遊ぶこどもの国」と位置付け、多様な子育て支援
を行っている。
　「こども図書館」では、本を探し、取り出しやすい
よう、こどもの発達に応じた書棚の高さが設定され、
床もクッションフロアにすることで、安全面を配慮
している。また、静かな環境で読書ができる「こど
も読書室」、紙芝居や読み聞かせが行える「おはなし
の部屋」を設けている。
　さらに子供の遊び場として、乳幼児が対象の「ち
びっこ広場」、小学校 2 年生までが対象で、専門スタ
ッフが指導する「げんきっこ広場（有料）」を設置し
ている。加えて育児や子育ての悩みを保育士に常時
相談できる「相談室」を設けることで、子育て環境
の充実、課題解決支援に取り組んでいる。
3　意　見
　「健康」と「子育て」という社会的に重要な課題に
対し、文化複合施設の強みを活かした横断的なサー
ビスを展開しているが、地域の課題を踏まえた二つ
の新たなサービスについて意見を提示したい。
　まず「地域産業への支援」を挙げる。大和市は介
護、医療や災害対応に役立てるため、生活支援ロボ
ットの実用化、普及を進める「さがみロボット産業
特区」に加入している。
　本館では、ペッパー（人型ロボット）が来館対応
を担い、4 階のロボットコーナーでは暮らしに役立
つ最新型ロボットが展示されるなど、身近に地域の
産業を感じられる環境にある。ロボット工学は、日
進月歩で進化しており、最新の技術動向を示した専
門書や海外の文献などを揃えることで研究者をバッ
クアップできれば、図書館が産業の一翼を担う重要
な存在となり得るだろう。
　また、健康コーナー同様に「ロボット本コーナー」
を設け、児童やヤングアダルトを対象にロボットを
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題材とした漫画や入門書、さらには研究者が必要と
する専門書までを配架すれば、幅広い世代に訴求し
たサービスが可能となる。
　次に「多文化との共生」を挙げる。公益財団法人　
大和市国際協会（以後は協会と表記）ホームページ
の地域国際化情報によると、大和市には、2016 年 3
月 31 日現在、中国、フィリピン、ペルー、韓国とい
った 76 の国と地域、5,930 人の外国籍住民が登録し
ており、住民の約 40 人に 1 人、およそ 2.5％にあた
る。これは、日本の総人口における外国籍住民の割
合 1.67％（2014 年 10 月 1 日現在）を大きく上回る。
　協会が行った多文化共生会議の提言では「必要な
情報が届かない」、「地域の人たちとの交流があまり
ない」、「こどもたちが日本語や教科の学習をする環
境が整えられていない」という課題が示されている。
　この課題を解決すべく、協会では積極的な活動が
展開されているが、図書館として、館内掲示やホー
ムページ、サイン等を多言語化、日本の学習教材や
生活に有用な資料等を提供し来館を促すことで、側
面支援を行いたい。協会と連携すれば、多言語化、
外国籍住民のニーズ集約は十分可能であろう。
　また、シリウスに設置されているデジタル地球儀
を有効利用するなど、相互の文化を学びあう交流型
の企画を実施することで、外国籍住民との意思疎通、
相互理解、ひいては共生が実現できると考える。
4　おわりに
　大和市立図書館は、シリウスの運営主体の一角を
担う図書館流通センターが蓄積してきたノウハウを
ベースに、様々な公共図書館の成功例や長所を盛り
込んだ「図書館の最前線」といえる。行政において
は、コスト削減に陥りがちな中、受益者負担の観点
の下、付加価値の高い部分は一部有料としながら、
設備、施設やサービスに十分な投資、整備を行い、
質を高めることで来館を促している。
　シリウスには、地域のランドマークとして機能す
るだけでなく、住民の大和市への愛着を高め、地の
拠点として、民意を高める役割を担う存在となって
ほしい。今後、真価が問われるだろうが、来館者を
利用者へと転化し、図書館が地域活性化の重要な要
素となることを証明してほしい。今後の可能性を広
げていく公共図書館のフロントランナーとして、図
書館の新たな形を提示することを願っている。
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